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１．編入学における具体的な単位認定の方法について

① 既修得単位の認定の方法について、以下から選択してください。

a. 自大学の各開講科目にそれぞれ読み替える。

b. 自大学の開講科目との整合性でなく、モデル・コアカリキュラムとの整合性を基に科目を認定する。

c. 自大学の開講科目との整合性は問わず、出身大学で履修した科目の内容や成績が妥当であれば個々に科目を認定する。

d.

e. その他（※以下の回答欄に具体的に記述をお願いします。）

回答欄

※「e.その他」と回答した場合は、以下の欄に具体的に記述をお願いします。

②

※

③ 認定に際し確認する書類について（以下、該当するものを全て選択してください）

a. 履修証明書

b. 各科目のシラバス

c. その他（※以下の回答欄に具体的に記述をお願いします。）

回答欄

※「c.その他」と回答した場合は、以下の欄に具体的に記述をお願いします。

２．一括認定、包括認定について

出身大学で修得した科目は、出身大学での判断を尊重して、個々の科目の確認は行わず、原則としてそのまま既修得単位とし
て認める。

①においてc又はdの場合、認定した科目について、モデル・コアカリキュラムの内容をどのようにして担保しているのか、具体的な
方策を示してください。

①と②について、受入れ年次ごとに扱いが異なる場合や、教養科目、必修科目、選択科目等、科目の区分等によって扱いが異
なる場合は、それぞれ回答をお願いします。（行や列の追加は行わず、上記回答欄内に御回答ください。）

６年制薬学部への編入学に関する追加調査

前回（昨年12月）の調査で「一括認定」「包括認定」と回答されている場合、具体的にどのようなことを意味していますか。
単位認定までのプロセス等が分かるように、具体的に記述してください。
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３．科目の積み上げについて

①

a. そのような必修科目を認定できるかどうかにより、編入年次を決める。

b. 補講等で対応し、その後の履修に支障が出ないようにする。

c. 編入学に関しては、例外的に、積み上げについて考慮していない。

d. その他（※以下の回答欄に具体的に記述をお願いします。）

回答欄

※「d.その他」と回答した場合は、以下の欄に具体的に記述をお願いします。

②
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御回答ありがとうございました。

編入生を受け入れる際、受入れ年次より下の年次で履修すべき必修科目を認定できなかった場合、当該必修科目の履修を前提と
した高年次開講科目の履修について編入後に支障が生じる恐れがありますが、このことについてどのような方針で対応しています
か。以下から選択してください。

①においてb又はcの場合、６年一貫の薬学教育として支障が出る可能性が考えられますが、それに対してどのように対応されてい
るか、また、どのようにお考えであるか、お聞かせください。


